
大阪市なにわの伝統野菜認証事業実施要綱 

 

平成１７年２月１８日制定 

（目的） 

第１条 現在も大阪市内で生産され、大阪の農業と食文化を支えてきた歴史、伝統をもつ野菜を「大

阪市なにわの伝統野菜」として認証することで、伝統野菜を市民にＰＲし、地産地消を進め、

都市農業の振興を図る。 

 

（基本方針） 

第２条 本事業の事務処理は、この要綱に基づくほか、大阪府の「なにわの伝統野菜認証要領」

により行うものとする。 

 

（定義） 

第３条 大阪市なにわの伝統野菜とは、次に掲げる全てを満たす野菜とする。 

（１）大阪市内で昭和初期以前（概ね 100年前）から栽培されているもの 

  （２）苗、種子等の来歴が明らかで、大阪独自の品目、品種、栽培方法によるもの、又は市

内特定地域の気候風土に育まれたものであり、栽培に供する苗、種子等の確保が可能な

もの 

  （３）現在において大阪市内で栽培されているもの 

 

（品目） 

第４条 大阪市なにわの伝統野菜対象品目は別紙１に定める品目とする。 

２ 別紙１に定める品目の他、第３条の（１）から（３）の全てを満たす野菜であれば、大阪

市なにわの伝統野菜認証委員会の審査を経て対象品目を追加することができるものとする。 

 

（認証の取り消し） 

第５条 市長は認証が第３条に定める要件を欠いたときは、その認証の取り消しを行うことがで

きる。 

 

（認証表示） 

第６条 認証を受けた野菜の生産者等は、別に定めるところにより認証表示をすることができる。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成１７年２月１８日から施行する。 

この要綱は、平成２９年３月３１日から施行する。 

この要綱は、令和６年２月７日から施行する。 

この要綱は、令和７年２月２１日から施行する。 



別紙１ 

 

 

大阪市なにわの伝統野菜対象品目 

 

 
 品目名 

１ 天王寺蕪 

２ 田辺大根 

３ 金時人参 

４ 大阪しろな 

５ 毛馬胡瓜 

６ 玉造黒門越瓜 

７ 勝間南瓜 

８ 源八もの（芽じそ） 

９ 難波葱 

10 大阪黒菜 


